
Education Graduation（Ｇ１）

Curriculum Diploma

◆工学研究科
１．幅広い工学分野の専門知識の修得が可能な基礎学力を有
する人。（学力）
２．高度な専門的知識・技術修得に強い意欲を持ち、課題解決
に積極的に取り組む人。（勉学姿勢）
３．高い倫理観を有し、専門知識を踏まえて地域社会から国際
社会において社会貢献に熱意を持つ人。（社会人としての資
質、社会貢献への姿勢）

◆建築学研究科
１．幅広い建築学分野の専門知識の修得が可能な基礎学力と
総合的な判断力を有する人。（学力）
２．建築学に関する専門的知識・技能を深化させ、自らが得意
とする専門領域における知識をさらに高めようとする強い意欲
と、大学院で学ぶ目的意識を有している人。（勉学姿勢）
３．高い倫理観を有し、専門知識を踏まえて地域社会から国際
社会において社会貢献に熱意を持ち、持続可能な社会の発展
に貢献できる人。（社会人としての資質、社会貢献への姿勢）

◆ライフデザイン学研究科
１．幅広いライフデザイン学分野の専門知識の修得が可能な
基礎学力と総合的な判断力を有する人。（学力）
２．専門分野において多様な活動実績や秀でた能力を有する
人。（実践力）
３．高度な専門的知識・技術ならびに技能修得に強い意欲を持
ち、目的意識が明確な人。（勉学姿勢）
４．高い倫理観を有し、専門知識を踏まえて地域社会から国際
社会において社会貢献に熱意を持つ人。（社会人としての資
質、社会貢献への姿勢）

本学大学院は、ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を学生に身に
付けさせるため、論文作成にあたり必要となる専門分野体系の理
解や文献分析能力を醸成する研修科目を必修として配置し、専門
性の向上をはかるとともに幅広い学識を涵養する授業を適切に組
み合わせて、体系的な教育課程を編成する。

本学大学院は、東北地方を中心とした地域社会から国際社
会に及ぶ広範な領域 において、持続可能な社会や生活文
化の実現に寄与する科学技術、環境技術、産業、 生活、芸
術文化にかかわる高度な専門性と卓越した創造性、統合的
能力および国際理解力を有する技術者・研究者・デザイ
ナーの能力を身に付け、所定の在学期間・修得単位数・論
文審査等の要件を満たした者に、修士または博士の学位を
授与する。

本学大学院は、ディプロマ・ポリシーに掲げた能力を学生に
達成させるためには、正課外活動を通じての指導が重要で
あるとの認識に基づき、学会発表をはじめとする研究成果
の社会への公表や、実社会での多様な人々との議論や協
働の、機会創出に努める。

大学院学則第３条別表第１

東北地方を中心とした地域社会から国際社会
に及ぶ広範囲な領域において、情報関連技術
の急速な発展を背景として、持続可能な社会に
寄与する科学技術、環境技術、産業、生活、芸
術文化にかかわる高度な専門性と卓越した創
造性、統合的能力及び国際理解力を有する技
術者ならびに研究者を育成することを目的とす
る。

大学院学則第３条別表第１

１．博士（前期）課程
広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野
における研究能力又は高度の専門性を要する
職業等に必要な高度の能力を養うことを目的と
する。

２．博士（後期）課程
専攻分野について、研究者として自立して研究
活動を行うために必要な、又はその他の高度に
専門的な業務に従事するのに必要な高度の研
究能力及びその基礎となる豊かな学識を養うこ
とを目的とする。

1. 電気電子工学の専門知識の修得が可能な基礎学力を有
する人。（学力）
2. 高度情報化社会における電気電子システム工学の専門
的知識・技術修得に強い意欲を持ち、積極的に課題解決に
取り組める人。（勉学姿勢）
3. 高い倫理観を有し、専門知識を踏まえて、自らの知識や
技術を社会の役に立てたいと考えている人。（社会人として
の資質、社会貢献への姿勢）

1. 博士（前期）課程
修士論文の作成に必要な専門的な知識・技能を総合的に修得す
るために、知能ロボティクス、材料デバイス、環境エネルギーのい
ずれかの特定の研究課題に関連する情報収集や解析、研究計画
と作業フロー・役割分担の企画、そしてその実行に係わる研究マ
ネジメント、課題解決手法及び成果のまとめ、発表方法などを醸
成する研修科目（リサーチワーク）と、分野科目群として体系化さ
れた専門科目、技術者・研究者に共通して求められる素養及び情
報処理能力を涵養する共通科目、情報科目からなるコースワーク
を適切に組み合わせて、高度の専門的職業人、研究者を養成す
る。

2. 博士（後期）課程
問題を発見・解決する能力の涵養を重視し、電気電子システム工
学分野において、研究者として自立して研究活動を行うために必
要な高度の研究能力を身に付けた研究教育者、または高度に専
門的な業務に必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな
学識を持ったリーダーエンジニアを養成する。

1. 博士（前期）課程
本専攻は、別に定める修了要件を満たし、知能ロボティクス
分野、材料デバイス分野、環境エネルギー分野において高
度な専門性と倫理観を身に付け、もって持続可能な社会の
実現のための問題発見とその問題解決のために行動でき
る者に修士（工学）の学位を授与する。

2. 博士（後期）課程
本専攻は、別に定める修了要件を満たし、知能ロボティクス
分野、材料デバイス分野、環境エネルギー分野における高
度な専門性と卓越した創造性、統合的能力、自立して研究
活動を行うために必要な運営能力を身に付け、もって持続
可能な社会の実現のための問題発見とその問題解決に対
して貢献できる者に博士（工学）の学位を授与する。

電気電子システム工学分野において、持続可能な社会に貢
献する科学技術および産業の発展に寄与するために、社会
の一員としての自覚を醸成する。社会の中心となって貢献
できる高度な専門知識に関する教育と問題解決能力の養
成を行う。

大学院学則第３条別表第１
１．博士（前期）課程
学部までに修得してきた電気電子システム工学
の専門的知識・技能を基礎として、自らの専門
領域についてさらに高い知識と倫理観を学び、
もって持続可能な社会の実現のための問題発
見とその問題解決のために行動できる人材。

２．博士（後期）課程
博士前期課程までに修得してきた高い専門的
知識・技能をさらに高めるとともに、学部・博士
前期課程への学生指導を通じて修得するリー
ダーシップや研究活動の運営能力をもって、持
続可能な社会の実現のための問題発見とその
問題解決に対して貢献できる、技術者・研究者・
教育者。

１．博士（前期）課程
個々の分野における深い専門知識と技術力に
関する教育研究指導に加え、広い視野に立って
先端的な学識を授け、電気電子システム工学
分野における研究能力又は高度の専門性を有
する職業等に必要な能力を養うことを目的とす
る。

２．博士（後期）課程
問題を発見・解決する能力の涵養を重視し、電
気電子システム工学分野について、研究者とし
て自立して研究活動を行うために必要な、又は
その他の高度に専門的な業務に従事するに必
要な研究能力及びその基礎となる豊かな学識
を養うことを目的とする。

1. 幅広い情報通信工学分野の専門知識の修得が可能な基
礎学力を有する人。（学力）
2. 高度な専門的知識・技術修得に強い意欲を持ち、課題解
決に積極的に取り組む人。（勉学姿勢）
3. 高い倫理観を有し、専門知識を踏まえて地域社会から国
際社会において社会貢献に熱意を持つ人。（社会人として
の資質、社会貢献への姿勢）

1. 博士（前期）課程
情報科学分野、人工知能分野、通信システム分野に関する研究
の遂行に必要な専門的知識・技能の習得、現状の把握、課題の
抽出などを関連文献の輪講・実験・実習・教員とのディスカッション
などを通して行い、また、学習・研究内容についてのプレゼンテー
ションを行う研修科目（リサーチワーク）と、分野科目群として体系
化された専門科目、技術者・研究者に共通して求められる素養及
び情報処理能力を涵養する共通科目、情報科目からなるコース
ワークを適切に組み合わせて、高度の専門的職業人、研究者を
養成する。

2. 博士（後期）課程
問題を発見・解決する能力の涵養を重視し、情報通信工学分野に
おいて、研究者として自立して研究活動を行うために必要な高度
の研究能力を身に付けた研究教育者、または高度に専門的な業
務に必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を
持ったリーダーエンジニアを養成する。

1. 博士（前期）課程
本専攻は、別に定める修了要件を満たし、情報科学分野、
人工知能分野、通信システム分野において高度な専門性と
倫理観を身に付け、もって持続可能な社会の実現のための
問題発見とその問題解決のために行動できる者に修士（工
学）の学位を授与する。

2. 博士（後期）課程
本専攻は、別に定める修了要件を満たし、情報科学分野、
人工知能分野、通信システム分野における高度な専門性と
卓越した創造性、統合的能力、自立して研究活動を行うた
めに必要な運営能力を身に付け、もって持続可能な社会の
実現のための問題発見とその問題解決に対して貢献できる
者に博士（工学）の学位を授与する。

情報通信工学分野において、持続可能な社会に貢献する
科学技術および産業の発展に寄与するために、社会の一
員としての自覚を醸成する。社会の中心となって貢献できる
高度な専門知識に関する教育と問題解決能力の養成を行
う。

１．博士（前期）課程
学部までに修得してきた情報通信工学の専門
的知識・技能を基礎として、自らの専門領域に
ついてさらに高い知識と倫理観を学び、もって
持続可能な社会の実現のための問題発見とそ
の問題解決のために行動できる人材。

２．博士（後期）課程
博士前期課程までに修得してきた高い専門的
知識・技能をさらに高めるとともに、学部・博士
前期課程への学生指導を通じて修得するリー
ダーシップや研究活動の運営能力をもって、持
続可能な社会の実現のための問題発見とその
問題解決に対して貢献できる、技術者・研究者・
教育者。

１．博士（前期）課程
個々の分野における深い専門知識と技術力に
関する教育研究指導に加え、広い視野に立って
先端的な学識を授け、情報通信工学分野にお
ける研究能力又は高度の専門性を有する職業
等に必要な能力を養うことを目的とする。

２．博士（後期）課程
問題を発見・解決する能力の涵養を重視し、情
報通信工学分野について、研究者として自立し
て研究活動を行うために必要な、又はその他の
高度に専門的な業務に従事するに必要な研究
能力及びその基礎となる豊かな学識を養うこと
を目的とする。

1. 幅広い都市工学分野の専門知識の修得が可能な基礎学
力を有する人。（学力）
2. 高度な専門的知識・技術修得に強い意欲を持ち、課題解
決に積極的に取り組む人。（勉学姿勢）
3. 高い倫理観を有し、専門知識を踏まえて地域社会から国
際社会において社会貢献に熱意を持つ人。（社会人として
の資質）
4.地域の歴史や風土を生かした未来社会をデザインし、豊
かで良質な地域社会の共創に意欲のある人。（社会貢献へ
の姿勢）

1. 博士（前期）課程
サステナブル都市デザイン分野、災害レジリエンス科学分野、環
境調和型社会システム分野のいずれかの専攻領域の研究課題
に関して、既往研究および最新の研究動向の理解、実験・調査・
解析・設計等の計画、結果に対する工学的考察、研究全般の論
理的整理と論文化、成果の口頭発表と討議、の指導を行う研修科
目（リサーチワーク）と、分野科目群として体系化された専門科
目、技術者・研究者に共通して求められる素養及び情報処理能力
を涵養する共通科目、情報科目からなるコースワークを適切に組
み合わせて、高度の専門的職業人、研究者を養成する。

2. 博士（後期）課程
問題を発見・解決する能力の涵養を重視し、都市工学分野におい
て、研究者として自立して研究活動を行うために必要な高度の研
究能力を身に付けた研究教育者、または高度に専門的な業務に
必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を持った
リーダーエンジニアを養成する。

1. 博士（前期）課程
本専攻は、別に定める修了要件を満たし、サステナブル都
市デザイン分野、災害レジリエンス科学分野、環境調和型
社会システム分野において高度な専門性と倫理観を身に付
け、もって持続可能な社会の実現のための問題発見とその
問題解決のために行動できる者に修士（工学）の学位を授
与する。

2. 博士（後期）課程
本専攻は、別に定める修了要件を満たし、サステナブル都
市デザイン分野、災害レジリエンス科学分野、環境調和型
社会システム分野における高度な専門性と卓越した創造
性、統合的能力、自立して研究活動を行うために必要な運
営能力を身に付け、もって持続可能な社会の実現のための
問題発見とその問題解決に対して貢献できる者に博士（工
学）の学位を授与する。

都市工学分野において、都市や地域の持続的発展に貢献
するために、社会の一員としての自覚および技術者倫理を
醸成する。そのために、社会資本や自然環境の役割を理解
し、高度な専門知識と豊かな学識を基盤とする実践的な教
育と研究を深める。さらに、社会の変化に対応し、地域社会
の課題解決ができる実践的な人材を育成する。

１．博士（前期）課程
学部までに修得してきた都市工学の専門的知
識・技能を基礎として、自らの専門領域につい
てさらに高い知識と倫理観を学び、もって持続
可能な社会の実現のための問題発見とその問
題解決のために行動できる人材。

２．博士（後期）課程
博士前期課程までに修得してきた高い専門的
知識・技能をさらに高めるとともに、学部・博士
前期課程への学生指導を通じて修得するリー
ダーシップや研究活動の運営能力をもって、持
続可能な社会の実現のための問題発見とその
問題解決に対して貢献できる、技術者・研究者・
教育者。

１．博士（前期）課程
個々の分野における深い専門知識と技術力に
関する教育研究指導に加え、広い視野に立って
先端的な学識を授け、都市工学分野における
研究能力又は高度の専門性を有する職業等に
必要な能力を養うことを目的とする。

２．博士（後期）課程
問題を発見・解決する能力の涵養を重視し、都
市工学分野について、研究者として自立して研
究活動を行うために必要な、又はその他の高度
に専門的な業務に従事するに必要な研究能力
及びその基礎となる豊かな学識を養うことを目
的とする。

1．環境応用化学全般にわたる基礎学力を有する人。（学
力）
2．高度な化学技術研究、バイオ情報研究に必要な専門的
知識・技術修得に強い意欲を持ち、課題解決に積極的に取
り組む人。（勉学姿勢）
3．高い倫理観を持ってバイオ・化学・環境技術関連の研究
開発に取り組む人。（社会人としての資質、社会貢献への姿
勢）

１．博士（前期）課程
修士論文の作成に必要な専門的な知識・技能を総合的に修得す
るために、応用化学分野、生命情報・医工学分野のいずれかの特
定の研究課題に関連する既往研究の情報収集や解析、研究計画
と作業フロー・役割分担の企画、そしてその実行に係わる研究マ
ネジメント、課題解決手法及び成果のまとめ、発表方法などを修
得させる研修科目（リサーチワーク）と、分野科目群として体系化
された専門科目、技術者・研究者に共通して求められる素養及び
情報処理能力を涵養する共通科目、情報科目からなるコースワー
クを適切に組み合わせて、高度の専門的職業人、研究者を養成
する。

２．博士（後期）課程
問題を発見・解決する能力の涵養を重視し、バイオ情報・応用化
学分野について、研究者として自立して研究活動を行うために必
要な高度の研究能力を身に付けた研究教育者、または高度に専
門的な業務に必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな
学識を持ったリーダーエンジニアを養成する。

1. 博士（前期）課程
本専攻は、別に定める修了要件を満たし、応用化学分野、
生命情報・医工学分野において高度な専門性と倫理観を身
に付け、もって持続可能な社会の実現のための問題発見と
その問題解決のために行動できる者に修士（工学）の学位
を授与する。

2. 博士（後期）課程
本専攻は、別に定める修了要件を満たし、応用化学分野、
生命情報・医工学分野における高度な専門性と卓越した創
造性、統合的能力、自立して研究活動を行うために必要な
運営能力を身に付け、もって持続可能な社会の実現のため
の問題発見とその問題解決に対して貢献できる者に博士
（工学）の学位を授与する。

バイオ情報・応用化学分野において、持続可能な社会に貢
献する科学技術および産業の発展に寄与するために、社会
の一員としての自覚を醸成する。社会の中心となって貢献
できる高度な専門知識に関する教育と問題解決能力の養
成を行う。

１．博士（前期）課程
学部までに修得してきたバイオ情報および応用
化学の専門的知識・技能を基礎として、自らの
専門領域についてさらに高い知識と倫理観を学
び、もって持続可能な社会の実現のための問題
発見とその問題解決のために行動できる人材。

２．博士（後期）課程
博士前期課程までに修得してきた高い専門的
知識・技能をさらに高めるとともに、学部・博士
前期課程への学生指導を通じて修得するリー
ダーシップや研究活動の運営能力をもって、持
続可能な社会の実現のための問題発見とその
問題解決に対して貢献できる、技術者・研究者・
教育者。

１．博士（前期）課程
個々の分野における深い専門知識と技術力に
関する教育研究指導に加え、広い視野に立って
先端的な学識を授け、バイオ情報・応用化学分
野における研究能力又は高度の専門性を有す
る職業等に必要な能力を養うことを目的とする。

２．博士（後期）課程
問題を発見・解決する能力の涵養を重視し、バ
イオ情報・応用化学分野について、研究者とし
て自立して研究活動を行うために必要な、又は
その他の高度に専門的な業務に従事するに必
要な研究能力及びその基礎となる豊かな学識
を養うことを目的とする。

工学研究科

工学研究科

電気電子シス
テム工学専攻

工学研究科

情報通信工学
専攻

工学研究科

都市工学専攻

工学研究科

バイオ情報・
応用化学専攻

全学

【大学院の目的】
大学院学則第１条

本大学院は、建学の精神に則り、学術の理論及び応用を教授研究し、その深奥を究めて、ひろく
文化の発展に寄与することを目的とする。
また、その目的実現のために、人間･環境を重視した豊かな生活のための学問を創造し、社会と
の真の融合を目指すことにより、地域の文化と産業の発展に寄与するとともに、その中心となっ
て貢献することのできる高度の専門知識と問題解決能力を備えた優れた人材を育成する。

ポリシー Admission Guidance（Ｇ２）

東北工業大学　ＡＥＧＧポリシー　【大学院】（2025.4.25）　

養成する人材像 教育研究上の目的

建学の精神 　わが国、特に東北地方の産業界で指導的役割を担う高度の技術者の養成

大学の理念 　人間・環境を重視した、豊かな生活のための学問を創造し、それらの統合を目指す教育・研究により、持続可能な社会の発展に寄与する
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